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執
行
方
針
述
べ
る

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
豊
か
な
地
域
社
会
を
築

く
こ
と
を
、
そ
の
目
標
と
し
て
こ
れ
ま
で
に
町
民
の
皆
禄
と
行
政

が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
け
る
役
割
を
発
揮
し
て
、
今
日
の
私
た

ち
の
生
活
と
地
域
社
会
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

町
民
の
皆
様
に
と
っ
て
も
地
方
自
治
体
に
お
い
て
も
様
々
な

面
で
厳
し
い
情
勢
に
は
あ
り
ま
す
が
、
地
方
分
権
時
代
に
即
し
た
「
自
主

自
立
」
が
求
め
ら
れ
る
行
政
運
営
の
時
代
背
景
を
認
識
し
、
「
町
民
の
幸
せ

づ
く
り
の
実
現
」
と
い
う
共
通
の
思
い
を
持
つ
、
町
議
会
議
員
の
お
力
添

え
を
受
け
、
町
職
員
と
共
に
、
全
力
を
尽
く
し
て
、
町
政
の
執
行
に
あ
た

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

執
行
方
針
(
要
約
)

司
副
山
北
部
4
町
合
併
問
題
協
議
会

ほ
岨
で
は
、

4
町
の
助
役
か
ら
な
る

幹
事
会
と
専
門
的
に
協
秘
文
は
例
経

す
る
機
能
の
た
め
の
組
織
と
し
て

4

町
の
関
係
課
長
か
ら
な
る
専
門
部
会

(
行
財
政
部
会
保
健
福
制
部
会

産
業
建
設
部
会

・
教
育
部
会
)
が
設

位
さ
れ
、

4
町
の
現
況
と
課
題
の
分

析
と
整
理
を
行
い
、

7
月
中
の
調

査

・
報
告
書
の
完
成
を
目
標
に
事
務

が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
結
果
に
つ
い
て
は
町
民
の
皆
様
に

ま
と
ま
り
次
第
情
報
提
供
を
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
法
定
協
議
会
へ
の
移
行
の

可
能
性
を
視
野
に

4
町
の
協
械
が
進

め
ら
れ
ま
す
が
、
本
町
と
し
て
の
基

本
的
な
姿
勢
を
明
雌
に
し
、
合
例
す

1
・
8
8
3
0
加
の
実
施
が
見
込
ま

れ
達
成
率
は

1
0
0
・
1
%
に
な
り

ま
す
。
J
A
今
金
町
が
主
体
で
実
施
す
る

良
作
業
の
受
委
託
、
大
型
股
作
業
機

械
の
リ

l
ス
事
業
も
今
年
度
か
ら
本

絡
的
に
線
動
に
入
り
、
成
業
生
産
の

コ
ス
ト
削
減
に
期
待
を
よ
せ
当
該
取

り
組
み
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
商
工
観
光
関
係

今
年
度
か
ら
昨
年
ま
で
の

「ジ
ャ

ン
ボ
風
車
よ
っ
て
こ
い
祭
り
」
の
名

称
を
変
更
し
、
「
川
の
恵
み
、
大
地
の

恵
み
、
自
然
の
恵
み
」
を
テ
!
?
と

し
て
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の

テ
ー
マ
に
ふ
さ
わ
し
い
名
称
を
近
々

町
民
か
ら
募
集
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
消
流
日
本

一
の
後
志
利
別
川
や
日

本

一
の
今
金
列
爵
が
ピ
1
ア
ー
ル
で

き
、
町
民
を
始
め
帰
省
客
や
観
光
客

に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な

事
業
内
容
と
な
る
よ
う
進
め
て
お
り
、

開
催
日
は

8
月
時
日
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

公
共
土
木
関
係

平
成
2
年
度
v噌
入
い
た
し
ま
し
た

雪
寒
機
械
の
更
新
を
図
り
、
現
況
維

持
の
効
率
を
計
る
べ
く
、
除
雪
専
用

車
と
し
て
購
入
い
た
し
た
く
所
要
の

予
算
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

教
育
関
係

旧
石
田
帥
文
化
館
及
び
石
山
州
製
作
跡

が
6
月
6
目
、
来
賓
の
方
々
及
び
関

係
者
を
含
め
多
く
の
方
が
出
席
す
る

る
場
合
の
本
町
と
し
て
の
条
件
を
提

示
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

E
E
合
文
化
施
設
に
つ
い
て
は
、
文

司
直
化
セ
ン
タ
ー
、
博
物
館
建
設
の

経
緯
や
基
金
絞
立
の
関
わ
り
か
ら
建

設
に
向
け
た
姿
勢
を
持
っ
て
取
り
組

み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

宿
泊
施
設
の
実
現
に
は
管
理
、
運

ハ
品
は
民
間
に
て
行
う
と
い
う
前
促
が

あ
っ
て
の
諮
問
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

対
外
的
な
課
題
も
あ
り
ま
す
の
で
慎

重
に
検
討
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

平
』

関
係
に
つ
い
て
は
、

2
0
0
1

河
川
己
年
3
月
に
政
府
よ
り
発
表
さ
れ

た

e
l
J
a
p
a
n
重
点
計
画
で
、

「5
年
以
内
に
世
界
最
先
端
の

円
国

家
と
な
る
」
た
め
に
具
体
的
施
策
と

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
明
示
さ
れ
、
基
盤

強
怖
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
急
務

と
な
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
円
革
命

に
い
ち
早
く
対
応
し
た
包
子
自
治
体• 

a 

• 

な
か
、
開
館
に
伴
う
記
念
行
事
が
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。
施
設
内
に
は
、
平

成
3
年
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
石
器
1
6
3
点
が
あ
り
ま
す
。

日
本
列
品
で
は
最
大
級
の
尖
頭
器
や
、

装
飾
共
(
ビ

l
ズ
玉
)
、
接
合
資
料
な

ど
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、

体
験
学
習
や
学
校
教
育
の
中
で
普
及

活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
.

笠
岡
ふ
れ
あ
い
交
流
施
設
の
関
係

で
す
が
、
赤
川
勲
氏
の
版
図
活
動
拠

点
の
準
備
も
整
い
、
ま
た
豊
田
自
治

会
の
協
力
の
も
と
、

7
月
オ
ー
プ
ン

に
向
け
準
備
を
進
め
、
管
理
運
営
や

整
備
に
つ
い
て
予
算
を
計
上
し
て
い

ま
す
。国
際
国
内
交
流
事
業
で
、
今
金
中

学
校
生
徒
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
派

遣
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

S
A
R
S
(
サ
l
ズ
)
の
問
題
も
あ

り
、
充
分
情
報
を
集
め
進
め
て
い
き

ま
す
.
状
況
に
よ

っ
て
は
、
中
止
も

視
野
に
入
れ
な
が
ら
検
討
し
ま
す
.

本
年
度
よ
り
使
用
可
能
に
な
り
ま

し
た
、
せ
い
り
ゅ
う
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
が
6
月
1
日
よ
り
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
オ
ア
シ
ス
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

の
利
用
と
共
に
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

北
海
道
空
手
道
選
抜
選
手
権
大
会

で
、
小
学
生
高
学
年

・
形
の
部
で
団

体
優
勝
、
更
に
中
学
生
個
人
戦
・
組

み
手
の
部
で
優
勝
し
、

4
名
の
方
が

全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
.

所
要
予
算
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
関
係

平
成
同
年
度
の
税
率
決
定
に
あ
た

の
椛
築
で
す
。
し
か
し
、

げ
を
活
用

し
住
民
と
行
政
と
が
ど
の
よ
う
な
形

で
結
ば
れ
、
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
円
滑
に
し
、
住
民
本
位
の

新
し
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
ど
の
よ
う

に
進
め
る
か
と
い
う
町
の
独
自
性
と

創
造
性
が
求
め
ら
れ
る
分
野
で
も
あ

り
ま
す
。
対
応
政
策
も
含
め

9
月
定

例
会
に
向
け

一
定
の
方
向
性
と
共
に

予
算
計
上
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。
司
口
舎
管
理
に

つ
い
て
で
あ
り
ま

市
止
す
が
、
特
に
傷
み
の
著
し
い
庁

舎
暖
房
設
備
改
修
工
事
に
所
要
の
予

算
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

企
画
振
興
関
係

平
成
同
年
度
の
開
発
関
係
予
算
等

要
望
事
項
が
恰
山
総
合
開
発
期
成
会

で
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
本
町
関
係
で

は
農
業
農
村
盤
備
事
業
、
公
蛍
住
宅

建
設
事
業
、
後
志
利
別
川
直
轄
管
理

継
続
、
地
域
高
規
格
道
路
の
整
備
促

進
等
々
山
件
の
事
業
を
固
及
び
道
機

関
に
要
望
活
動
す
る
こ
と
で
事
務
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

消
防
関
係

り
ま
し
て
は
、
療
養
給
付
貨
の
会
計

年
度
区
分
変
更
が
あ

っ
た
昨
年
度
に

つ
い
て
は
け
カ
月
分
の
医
療
費
で
済

み
ま
し
た
が
、
本
来
の
は
カ
月
分
と

な
る
こ
と
の
地
や
、
こ
れ
ま
で
の
笑

納
と
見
通
し
を
担
催
し
た
上
で
医
療

費
の
抑
制
を
し
ま
し
た
.
し
か
し
な

が
ら
、
老
人
保
健
拠
出
金
の
仲
び
等

で
、
前
年
度
の
確
定
賦
課
時
に
比
べ

歳
出
が
6
千
万
円
の
仰
び
と
な
り
ま

し
た
。
本
来
な
ら
剛
山
税
を
お
願
い
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
す
が
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
経
済
情
勢
が
続

い
て
い
る
こ
と
や
被
保
険
者
の
担
税

力
を
考
慮
し
、
財
政
調
整
基
金
を
3

千
万
円
繰
り
入
れ
、
歳
入
の
バ
ラ
ン

ス
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

な
お
、
昨
年
の
地
方
税
法
の
改
正

に
よ
り
、
国
保
税
の
算
定
に
係
る
所

得
控
除
傾
が
見
直
さ
れ
、
住
民
税
の

課
税
ベ

l
ス
と
の
整
合
性
が
図
ら
れ

た
こ
と
や
、
長
気
の
低
迷
、
股
業
所

得
の
落
ち
込
み
な
ど
で
、
基
準
所
得

が

8
億
円
の
大
関
減
と
な
り
、
応

能
・
応
益
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
、
所
得

訓
の
税
率
を
上
げ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
こ
と
を
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

介
護
老
人
保
健
施
設

本
年
4
月
か
ら
、
介
護
報
酬
の
改

定
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
.
内
容
に
つ

い
て
は
、
在
宅
促
進
と
な

っ
て
お
り
、

施
設
サ
ー
ビ
ス
貨
に
つ
い
て
は
平
均

6

4
ポ
イ
ン
ト
の
減
傾
と
な
っ
て

お
り
、
今
後
の
施
設
迎
営
に
は
非
常

に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
事
業

の
詳
細
に
わ
た

っ
て
再
度
点
検
を
し
、

健
全
運
営
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

現
在
予
防
消
防
の
重
要
性
が
叫
ば

れ
て
お
り
ま
す
が
、
本
町
と
い
た
し

ま
し
で
も
、
消
防
団
婦
人
防
火
ク
ラ

ブ
等
と
協
力
し
予
防
消
防
の
実
現
を

め
ざ
し
、
火
災
の
な
い
町
づ
く
り
を

推
進
す
る
と
共
に
、
住
民
の
生
命
、

財
産
の
確
保
の
た
め
努
力
す
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
消
防
団
只
の

減
少
、
高
齢
化
等
の
問
題
が
発
生
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
新
消
防
団
口
の

確
保
に
努
め
て
参
り
た
い
.

民
生
関
係

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
の

2
次
稼
働
が
平
成
同
年
8

月
お
日
よ
り
実
施
さ
れ
、
住
民
基
本

台
帳
カ

l
ド
の
交
付
・
転
入
転
出
の

特
例

・
住
民
票
の
写
し
の
広
域
交
付

な
ど
が
実
施
さ
ま
す
。

合
併
処
理
浄
化
槽
普
及
の
支
援
事

業
に
つ
い
て
、
公
共
下
水
道
区
域
外

に
対
し
て
、
個
別
の
意
向
鯛
査
を
し
、

ま
た
、
各
地
域
の
実
態
を
捌
査
し
な

が
ら
平
成
同
年
度
に
事
業
活
手
で
き

る
方
法
で
、
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
あ
っ
た
か
ら

ん
ど
の
浴
室
天
井
改
修
工
事
に
つ
い

て
、
通
常
の
工
期
で
は
1
ヵ
月
の
作

業
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
工
法
等
に

つ
い
て
再
検
討
し
、
安
全
性

・
耐
久

性
を
第
一
優
先
と
し
て
工
期
短
縮
を

考
え
、
改
修
に
要
す
る
工
事
費
の
再

積
算
を
い
た
し
予
算
を
計
上
し
て
お

り
ま
す
。
保
健
福
祉
関
係

身
体
に
隙
害
を
も
っ
方
々
が
社
会

に
参
加
、
貢
献
で
き
る
施
策
が
重
要

に
な

っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
道
の

「陣

• • 
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

国
保
病
院

少
子

・
高
齢
社
会
と
な
り
、
町
の

医
療
が
巣
た
す
役
割
が
大
変
大
き
く
、

過
疎
地
の
川
に
と

っ
て
医
療
に
対
す

る
町
民
の
強
い
要
望
を
考
え
合
わ
せ

な
が
ら
、

地
域
医
療
の
必
要
性
か
ら

も
、
患
者
さ
ん
の
心
情
を
捉
え
た
信

頼
さ
れ
る
診
療
や
病
院
経
蛍
の
健
全

化
を
念
頭
に
、
さ
ら
に
将
来
の
医
療

と
い
う
視
点
を
も
っ
て
対
応
し
、
町

民
の
安
全
と
安
心
を
確
保
す
る
医
療

体
制
の
充
実
こ
そ
が
大
事
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
医
療
法
の

一
部
改
正
に
つ

き
ま
し
て
は
、
平
成
何
年
8
月
別
日

ま
で
に
病
床
種
別
の
届
出
が
必
要
で

あ
り
、
条
例
の
改
正
と
補
正
予
算
を

提
案
し
て
お
り
ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業

下
水
道
事
業
は
平
成
9
年
度
よ
り

工
事
に
若
手
し
、
7
年
の
刈
附
と
約

特
億
円
の
多
額
の
予
算
を
投
じ
た
下

水
道
事
業
も
本
年
刊
月
l
日

-
部
供

用
開
始
の
運
び
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

処
理
場
建
設
工
事
に
つ
い
て
は
、

日
本
下
水
道
事
業
団
に
お
い
て
昨
年

度
よ
り
継
続
の
機
械
、
電
気
工
事
を

施
工
中
で
あ
り
概
ね

8
月
中
の
完
成

予
定
と
な
っ
て
お
り
、
供
用
開
始
に

伴
い
所
要
の
予
算
を
計
上
い
た
し
ま

し
た
。今後
は
、

加
入
促
進
に
向
け
た
啓

蒙
活
動
に
傾
注
し
て
い
く
と
と
も
に
、

上
下
水
道
行
政
を
総
合
的
、
計
画
的

に
椛
逃
し
て
参
り
た
い
。

害
者
の
明
る
い
く
ら
し
促
進
事
業
」

を
活
用
し
、
重
度
の
身
体
障
害
者
が

就
労
等
に
伴
い
自
動
車
を
取
得
す
る

場
合
の
改
造
経
費
に
助
成
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

l
件
当
た
り
叩
万
円

の
補
助
基
準
額
に
対
し
て
、
道
が

3

分
の

2
、
町
が
3
分
の

1
を
助
成
す

る
も
の
で
す
。

精
神
に
防
容
を
も
っ
方
は
年
々
的

加
し
て
い
る
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
多

く
は
入
院
、
通
院
、
さ
ら
に
は
自
宅

に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
月
2

回
程
度
八
雲
保
健
所
今
金
支
所
が
デ

イ
ケ
ア
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

参
加
者
か
ら
「
自
主
的
に
集
ま
れ
る

機
会
を
多
く
持
ち
、
地
域
の
人
と
も

交
涜
し
た
い
」
「
自
分
達
で
会
を
運

営
し
、
参
加
さ
れ
て
い
な
い
方
に
も

呼
び
か
け
て
充
実
し
た
活
動
に
し
た

い
」
と
い
う
声
が
強
ま
り
、
町
と
し

て
社
会
活
動
復
帰
へ
の
手
が
か
り
に

な
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。農
・
林
業
関
係

2 

本
町
の
農
業
が
持
つ
多
面
的
機
能

の
発
仰
や
地
域
経
済
・
社
会
の
発
展

に
関
係
団
体
と
連
携
し
、
安
全
で
収

益
性
の
高
い
農
業
の
確
立
、
些
か
で

活
力
の
あ
る
農
村
の
構
築
に
鋭
意
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

水
田
の
転
作
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
地
域
問
調
整
面
積

を
差
し
引
い
た
l
、
3
7
0
・
3
1

6
1
加
が
配
分
さ
れ
、

一
般
転
作

l、

2
6
5
・
2
8
7
加
、
改
廃
等

2
6
・
9
0
1
5
刷
、
加
工
用
米
7

9
・
6
9
4
5
岡、

A
E剖
l
、

3
7

闘場揃欝騨矧運用状況をお知らせします
(町長部局141件、教育委員会17件、選挙管理委員
会2件、農業委員会7件)

③情報公開・個人情報保鍛審査会

1
U
 
せら知おを況状用運の相V条両る+J

 
お度年4

 
成平

すま

l回開催

また、同条例とも苦情、異議申立等はありませんで

した。

なお、詳細については、役場総務謀総務係へ問い合

わせください。

①情報公開条例/公開諮求件数

②個人情報保餓条例/

olm示~m}K件数 O件
0目的外利用 ・外部提供件数 46件
。個人情報取扱事務の件数 167件

l件

3 



E算司
@ [世帯U 人も介護保険被保険者がいない場合 I 

世帯主 (35歳) 妻 (33歳) 子ども2人

世帯全員の基準総所得2，500，0∞円で固定資産額(平成15年度) 100，000円

[医療保険分]

《所得割))2， 500，∞0円x8∞%(税率) =200，0∞円・・・・・・①

《資産割)) 100，∞0円X48.00%(税率) = 48，0ω円・・・・ ② 

《均等割)) (1人当たり)23，7∞円X4名=94，800円・・・・・・③

《平均割)) ( 1世帯あたり)37，200円・・・・・・④

①+②+③+④=gm盟国(医療保険分合計) ・・・・ ・・・・・⑤ (1∞円未満切り捨て)

⑫ [世帯に介護保険被保険者2号(羽歳以上[;1]歳未満)と 1号(時以上)が各 1人いる場合E

(]) 

世帯主 (42歳)
2号被保険者

妻 (38歳) 子ども 1人

[医療保険分]基準総所得、固定資産税額が《例1))と同額の場合。

《所得割))2，5∞，∞0円X1.10%(税率)=27，5∞円・・・・・・⑥

《資産割))∞，∞0円×立40%(税率)= 9，4∞円 ・・・・⑦

《均等割))(1人当たり)6，3∞円X1名=6，300円・・・・・・⑧

《平均割)) ( 1世帯あたり)6， 100円・・・・・・⑨

母 (67歳)
1号被保険者

⑥+⑦+⑧+⑨_~þ.，!.J;;1 (介護保険分合計)・・・・・・・ ・・⑩ (100円未満切り捨て)

合計(医療保険分⑤+介護保険分⑩)陸地問Illll::l:a屯田畑l岨t;;;rl脇田附1']111

※母の介護保険料(1号被保険者)は年金から天引されます。

， 

• • 

• Ile 

国保税率が改正
基準所得の大幅な減により税率が上がります。

今金町国民健康保険税条例の一部改正条例が6月:幅な減となり、応能・応益のバランスから所得割等

定例町議会で可決され、表のとおり改正となりまし:の税率を上げざるを得ない状況となりました。

た。 : しかしながら、前年度と比較すると、 一世帯当た

平成15年度の税率決定にあたりましては、前年が:り平均5，902円、 人当たり平均715円ほどの保険税

会計年度の区分変更により11力月分医療費から12力・が下がっております。

月分の平年度ベースになることの増や、老人保健拠: なお、税率及び賦課総額に対する 1人当たり、 一

出金の伸び等の要因があり、前年度の確定賦課時に・世害あたりの税額は、いづれも檎山管内で低水準に

比べ歳出が6千万円の増となりました。 ・位置しています。

このようなことから、歳入の精査を図りながら、: 介護分については、町が支払基金に収める介護納

依然として厳しい経済情勢を考慮し、財政調整基金:付金が441万円、約13%の増になりましたことから、

から 3千万円を繰入れしたところです。 :医療分同様に税率を引き上げ、前年度より一世帯あ

国民健康保険税率(医療分)の決定については、:たり2，739円、 人当たり2，298円ほどの増額となり

基準所得の増減が大きく影響を及ぼします。昨年の:ました。介護納付金の2分の 1は、 40歳から64歳迄

地方税改正により、国民健康保険税の算定に係る所:の国民健康保険に加入している世帯主が、医療分と

得控除額が見直され、公的年金・給与所得特別控除・併せて納税しているものです。

の廃止、長期譲渡所得特別控除、専従者給与等所得: 今後とも非常に厳しい財政状況となりますが、国

控除の適用など、住民税の課税ベースとの整合性が:の医療保険制度改革の動向に意を払い、国民健康保

図られました。また、景気の低迷、農業所得の落ち・険事業の安定的運営のため、なお一層の努力をして

込みなどで、その基準所得が前年より約B億円の大:参ります。

|咽民健康保険型 J時空塑表l改正1
区 分 平成15年度 平成14年度 I自 1戚

応 所得割額 100分の B∞ 100分の 4.92 1∞分の 3.08

医税能 資産割額 1∞分の48∞ 1∞分の43∞ 100分の 5.00

療率応 平均割額(一 人当たり) 23， 700円 22，4∞円 1，300円

分 益 平均割額(一世帯あたり) 37， 200円 36， 600円 6∞円

F艮 度 額 530，∞0円 530，000円 0円

保険税 世帯当た 1) 150， 571円 156， 473円 ム5，902円

(平 均) 人当た 1) 64， 780円 65， 495円 ム 715円

口国民健康保険税(介護分)表[改正1

区 分 平成15年度 平成14年度 増 t成

応 所得割額 1∞分の 1.10 1∞分の O.51 1∞分の 0.59

医税出目じ 資産割額 1∞分の 9.40 1∞分の 5.80 1∞分の 3.60

療率応 平均割額( 人当たり) 6， 300円 4， 700円 1，6∞円

分 益 平均割額( 世帯あたり) 6，100円 5，4∞円 7∞円

~N 度 額 80，∞D円 70，∞0円 10，∞0円

保険税 世帯当た 1) 25， 683円 22，944円 2， 739円
(平 均) 人当た 1) 17， 514円 15， 216円 2， 298円

αぅ



本台
クシステム

[ 住基ネット第2次サービス(本年8月~日から) I 

【転入転出手続の簡素化】
住民塁本台帳カードの交付を受けている場合、
転出届を郵送で行うことこ

引越の手続で窓口に行くのは
輯ス時1固定けで滴みます。

【住民票の写しの広域交付】

盆園どこの市区町村でも
自分の住民票の写し(22tftZ)
が取れるようになります。

現在、引越の場合には、まず、住んでいる市区町村に転出届を

行い、転出証明書の交付を受けた上で、引越先の市区町村に転

入届を行う必要がありますロ

住民基本台帳カードの交付を受けている場合は、確実な本人

確認ができるため、一定の事項在記入した転出届を郵送で行

~ ¥(この喝合の転出届は、近い将来インターネシトで行うことも可能となる予

定です}、住民塁本台帳カードを引越先の市区町村の窓口で提

示して転入屈を行うことにより、引越の場合に窓口に行くの

が転入時の1回だけで済むようになります。

現在、住民票の写しの交付は、住んでいる市区町村でしか受け

られません。

{主基ネットを活用して全国の市区町村聞で住民票の情報のや

り取りができるようになることにより、全国どこの市区町村

でも、住民基本台帳力 ド、運転免許証などを市区町村の窓口

で提示することによって、本人や世帯の住民票の写し(戸籍の

表示を省略したもの)の交付力、受けられるようになります。

• • 

場ドの登-力帳JJ.. Eヨ本民住
.カード内に記録されている住民票コードに

より、住基ネットでの本人確認に利用できます。k
r
 

力
す

、
帳
ま

ぱ
台
れ

れ
本
さ

す
墨
付

望
民
交

樗
住
が

→住民票の写しの広域交付、転入転出手続の簡素化、

法令で{主基ネットの利用を認められた事務で

の本人確認に活用

住民基本台帳カード

ωぬ
r

由
-公的個人認証サービスの秘密鍵、電子証明書

の保存用カードとして利用できます。

-写真付を希望した場合は、公的な証明書とし

て利用できます。

.市区町村の条例で規定する独自のサービス

に利用できます。

(例)証明書自動発行力 ド、施設予約カード等

民
トワ

住
ネツ

• • 
写真付カード

岳山li ~包
2013年OJJ品れまで者f効

3住専用園 町卯"年..}j..臼包甥女
髭畠怯，.花子
住市 OO，lid.L':.町2丁目2脅1勾
.錨禽 d.d.，¥i役所市災復 n，Lα丈I-~凶包工E

住民基本台帳カー ド

企企市役所市民線

写真なしカ ド

S邑

連裕史

• 

ビ
リ
カ
旧
石
器
文
化
館

石
器
製
作
跡
、
が
オ
ー
プ
ン

旧
石
器
研
究
の
情
報
発
信
基
地
と
し
て
期
待

ピ
リ
カ
旧
石
器
文
化
館
と
石
器
製
作
跡
が
美
利
河
小
学
校
を
会
場
に
6
月
6
目
、
オ
ー
プ
ン
記
念
式

典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
会
場
を
旧
石
器
文
化
館
に
移
し
テ

l
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
関
係

者
に
館
内
が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

、

、

日
尚
北
村
定
史
跡

ピ
リ
方
遺
跡

'
ιr
v
f
h
f
t
 

旧
石
器
文
化
館
に
は
、
ど
の
よ

う
な
ル

l
ト
で
ピ
リ
カ
に
ヒ
ト
が

た
ど
り
つ
い
た
の
か
、
ど
の
よ
う

な
石
器
を
使
っ
て
い
た
の
か
、
な

ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
展
示
の

メ
イ
ン
と
な
る
の
は

i
6
3
点
に

及
ぶ
国
の
重
要
文
化
財
で
す
。
そ

の
大
部
分
が
一
挙
に
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
同
館
で
は
体
験
学

習
室
、
映
像
コ
ー
ナ
ー
、
図
智
コ
ー

ナ
ー
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

石
器
製
作
跡
で
は
、
発
掘
風
景

を
再
現
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
石
探

が
集
中
し
て
出
土
す
る
状
況
を
復

元
し
、
当
時
の
人
々
が
た
く
さ
ん

の
原
石
を
持
ち
込
み
、い

ろ
い
ろ

な
道
具
を
製
作
し
た
跡
を
展
示
し

て
い
ま
す
。

ピ
リ
カ
追
跡
は
昭
和
日
年
に
美

利
河
ダ
ム
建
設
に
伴
い
発
見
さ
れ

ま
し
た
。
辿
跡
が
発
見
さ
れ
た
箇

所
は
ピ
リ
カ
ベ
ツ
川
左
岸
に
位
置

す
る
な
だ
ら
か
な
丘
陵
地
帯
で
、

而
般
は
約
初
万
而
に
及
び
ま
す
。

平
成
6
年
に
は
全
体
の
半
分
に
あ

た
る
約
叩
万
.聞
が
国
の
史
跡
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
遺
跡
か
ら
は
約

問
万
点
に
及
ぶ
石
川
市
(
石
で
で
き

た
道
具
)
が
出
土
し
、
時
代
は

2
万

年
前
か
ら

l
万
年
前
の
も
の
で
、

考
古
学
で
は
旧
石
総
時
代
に
あ
た

り
ま
す
。
昭
和
問
年
か
ら
開
始
さ

れ
た
発
旧
制
調
査
で
は
、
長
さ
お
叩

と
日
本
列
島
で
は
最
大
級
の
尖
頭

総
や
旧
石
器
時
代
で
は
珍
し
い
装

身
具
(
か
ん
ら
ん
岩
製
の
ビ

l
ズ
)

が
出
土
し
、そ
の
う
ち

1
6
3
点

が
平
成
3
年
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
設
平
成
4
年

に
は
日
本
を
代
表
す
る
重
要
な
出

土
品
と
と
も
に
ア
メ
リ
カ
の
ス
ミ

ソ
ニ
ア
ン
博
物
館
に
も
展
示
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
ピ
リ
カ
遺
跡
は
日

本
人
の
生
い
立
ち
を
知
る
上
で
重

裂
な
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
ま

す
.ピ
リ
カ
旧
石
器
文
化
館
が
旧

石
器
研
究
の
情
報
発
信
基
地
と
し

て
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

高度のセキユリティ機能を備えたICカードを採用します

6 

君。1378-2-3488

E歪a.I週
UO-16:30(入館は16凹まで}
※休館日月曜日(月曜日が祝日の場合は

その翌日)祝日の盟日

1m翠E
大人 200円、小中・高校生 100円

※団体割引あり

lllIifi軍司
〒049-41引 今金町字量刑，可228-1

TEL/FAX: 01378-3-2477 
E-a i 1 : p i r i kan@town. i makane. hokka i do. j p 

回 E 霊園
教育聾員会事務局

図・コナ

総事業費 2憶 3，814方 5千円

国庫術助金 1恒999万9千円

道支出金 5千490万円

ー町負担額 7千3，246キ円

体殴学習室

軍需賓

CD 



旭川市総合体育館で5月17日・18日の両日にわたり開催された、第

41回全北海道空手道選抜選手機大会において日本空手協会北海道地
区本部に所属する今金支部(支部長・内ケ島万寿男)の選手たちが、昨

年に引き続き好成績を納めました。

小学生から一般まで全道各地から集まった同大会には、今金支部

から 「形の部」と「組手の部」に個人・団体合わせ小学生から高校生ま

で24人が出場。団体小学生高学年「形の部」に出場した、渡辺耕平く
ん、狭間裕人くん、武山巧樹くんの 3人が見事に優勝。狭間くんと武
山くんは咋年に引き続いての優勝を果たしました。また、個人中学 1

年男子組手に出場した藤倉将希くんも優勝するなど2団体6個人が
5位まで入賞しました。

そのうち、団体、個人で優勝した4人をはじめとする6人が、 8月
2日・3目、長野県長野市で開催される、第羽田小学生・中学生全国空

手道選手権大会に出場します。昨年はベスト 16まで外崎くんが進み

ましたが、その他の選手は2、3回戦止まりと全国のレベルを肌で感
じた選手たち。全国大会出場に向け昨年以上の練習を積み重ねてき

たようです。小学生高学年団体形に出場する 3人は、昨年以上の成績
に自信をのぞかせていました。

会ヘ
第41回全北海道空手道選銭選手権大会で

昨年に引き続き好成績

たも

上位入賞者!乱欠のとおり.1敬俸制
It ~jl'.f軍国
・小学生高学年団体形置勝
渡辺耕平狭間裕人武山巧樹

.中学生団体組手指優勝

藤倉将希。伊醸慎。外鮒矧太

回連E回
・小学， .2年女子組手

3 位水上薬月

・小学.，手男子形

5 位植村b:絡
・小学5隼男子形

準優勝狭間俗人

・小学6年男子形
準優勝渡辺粉平

.中学 1年男子組手
優勝旗倉将給

.中学2年男子形

5 伎伊厳 償• • 
子どもだち|こ交通安全指導
合金却稚園こぐまクラブ

今金幼稚図児のお母さんたちで組織する「こぐまクラ

ブJが5月初日、同園児ほかJIIT内の保育所や保育園の子ど

もたちも交え、今金幼稚園で交通指導を行いました。

指導では、 5月23日交差点100箇所に設置した 「とまろ

う」の足型を紹介し、足型のところでは r~.ê.止まるよう
に」と説明がありました。また、自転車の乗り方、雨の日の

傘の持ち方や歩き方についての指導もされていました。

町内で幼児の交通事故が発生していないのも、お母さん

や先生方により、幼児のころから徹底した交通安全活動を

実践しているからではないでしょうか。

ご家族、ご友人お誘い合わ

せのうえあ越しください。ぜ以お喜志ヨ切
• • 

.ダム見学会(11，00-. 'UO-) 

.尭電所見学会(10，00-.13，00-)

.手づくり体験('LOO-'UO)

.よさこい(11: 30........、IUO-)

.レイクコンサー ト(IUO-'UO)

カナリヤ会

ジャグラ 『ザグレ トパリーニ』

シュノケイ(h知t某連続ドラマ「霊のこと
rtJ町主題歌を歌う)

・ダム湖遊覧(11:30.......， 14:30--) 

.やまべ親子釣り(，LOO-IUO) 

・パークゴルフ大会(10，00-‘クアプラザピ')カ)
・スキッ トレ シノグ、ゴカ ト、フ ') クライ

ミング、フワフウランド、ピリカスタンプラ ') 、

ダムアンケー卜川のパネル島出庖特産品属示

販売(10，00-)

ω 

ワ月20日(日)

ビリカダム下公園

1回目 (10:30""-') 
2回目 (14:30""-') 

き

ところ

と
第
ワ
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体
育
祭

舎
金
高
等
養
護
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校

あ
い
に
く
の
雨
で
会
場
が
総
合
体

育
館
と
な
り
ま
し
た
が
、
生
徒
た
ち
は

練
習
の
成
果
を
十
二
分
に
発
相
伴
し
て

い
ま
し
た
。
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|槍山支庁管内町村職員採用資格試験案内(平即時度) I 
-募集期 間 平成15年7月14日IH)から

8月B日凶まで
・第 1次試験 平成15年9月21日1m
・試験地北柏山IIIT(槍山北高校)

江差IIIT(江差高校)

奥尻町(奥尻町役場)

・試験区 分 一般事務職(上級・初級)

平成llol年度 自衛官採用試験の案内

募集種目 受付期間
第1次鼠験 1 ;士
試験日 試験会場 合格発表

f曹一 般1瞥候補学生~~ 月 4 日 9月10日
北檎山

10月3日
候 ~ 9 月 10 日 (予定)

航空学生
8月4日 9月13日 函 館 10月10日
~ 9 月 1 0 日

看 護 学生
9月11日 10月19日 函 館 11月4日
~ 1 0月 1 0 日

-実施機関 槍山支庁管内町村会

江差町字陣屋町336-3

楠山支庁内 包01395-2-354'1

申込愁用紙の請求及び詳しいお問い合せは

干049-4393

北海道瀬棚郡今金町字今金48-1

今金町役場総務課総務係 官2-0111

第2次試験 最終
位験日 試験会場 合格発表

10月11.11日 函 館
11月10日
11月14日

10月18日
千 歳 1月30日 Z油、 F ~13 日

11月11.11日 札幌 1月14日 I l~二ミi: ョ

募集種 目 受付期間
採用試験 最終 } ※詳しい説明及び受験手続き(志願書類)の ~ì!l求

ト一一
試験日 試験会場 合格発表 は、自衛隊函館地方連絡部今金募集事務所まで

男子
年聞を通じて 9月16日・ 11月17日

ご連絡ください。
2等陸ー 行っております. 18日目19日 (予定)

海 空~立子 B月4日~
函 館 -自衛隊今金募集事務所 管 2-0258

9月10日
9月17日 11月17日

|入国警備官採用試験受験案内(平成Illl年度国家公務員) I 

人事院・法務省では、次により入国主主備官の採用試験

を実施いたします。

.受験資格

昭和55年4月2日~昭和61年4月l日生まれの者

.採用予定数

約40名(採用予定数は、平成15年6月現在のものであ
り、変動する場合もあります。)

.試験日程 試験種目

受付期間 7月22日(刈-8月5日(λj

.第1次試験

9月28日IR)9:00(開始)-12 :55 (終了)

.第2次試験

10月22日(村

10月23日(木)

@試験地(第 1. 2次試験)

札幌市ほか(道内は札幌市のみ)

@詳しい照会先・申込用紙請求先

干060-0042 札幌市中央区大通西12丁目

人事院北海道事務局 'B'O 11-241-12'18 

.受験申込書提出先

〒060-0042 札幌市中央区大通西12丁目

法務省札幌入国管理I局 包01ト26ト7502

札幌第3合同庁舎
《人事院法務省》

入校前適性相談のご案内(北海道障害者職業能力開発校) I 
北海道障害者職業能力開発校では、平成16年度の入校

希望者を対象に隙容の程度や能力に応じた訓練科目が

選択できるよう、次により相談を行っておりますので、

お気軽におこしください。

1 相談申込先及び相談場所

北海道障害者職業能力開発校

干073-0115 砂川市焼山60帯地

TELO 125 -52 -277'1 FAXO 125 -52 -9177 

※相談を希望される方は、事前に電話で申し込んで

ください。

2 相談期間

平成15年7月1EII刈から平成16年2月25日(本)まで

午前9時30分~午後3時まで(土・日曜日・祝日及び

夏IUJ休暇・冬期休暇を除く)

3 持参する書類

@ 

相談を受けられる方は、障害者手帳、療育手帳、文は

似:1~を確認できる啓類を持参してください。

4 訓練科目

情報ビジネス科/プログラム設計科/プリントメ

ディア科/家具工芸科/CAD機械科/建築設計科
ショップマネジメント科/被服鎚製科/被服鎚/製

科作業実務コース

5 その他

参加手当及び交通費の支給はありません。

宿泊を希望される方は、寄宿舎を利用できます。

(実費負担)

詳しく は、北海道障害者職業能力開発校又は最寄り

の公共職業安定所へお問い合わせください。

《北海道陣害者職業能力開発校 訓練第一際》

， 

. (， 

• l' 

年金は老後を迎えれば誰でも受け

られるのでしょうかつ

年金を受ける定め|こは一定のル ル!こ

あって怠ければ年金は受けられまぜん。だ

とえば国民年金を受けるだめ巴は、20歳か

ら60歳巴怠るまで国民年金に加入 して、原

則として最低25年間保険料を納めなければ

なりません(免除期闘を含みます)。

受給資格期闘が25年未満の人は、 10年・20

年保険料を納めていても、将来老齢基礎

年金を受け取ることができまぜん。

しかし、60歳|こなるまで|こ資格期聞が満

だせない湯合でも任意加入制度があります。

~任意加入者(希望で加入する人虐ロ

60歳以上の人も任意加入できます。
60歳になるまでに年金を受けるための資格期間

を満たすことができない人は、65歳になるまで加入

して不足期間を満たすことができます。(昭和30年

4月 1日以前生まれの人は70歳になるまで加入で

きます)また、すでに資格期間は満たしているが年

金額を増やしたいという人は、 65歳になるまで加入

することができます。

O日本圏内に住所のある60歳以上70歳未満の人
O日本圏内に住所のない20歳以上70歳未満の日本
国民

O日本圏内に住所がある60歳未満の人で、厚生年金
などの被用者年金制度から老齢年金または退職年

金を受けられる人など、強制加入の範聞から除かれ

ている人

※第 2号被保険者、第 3号被保険者を除く

国民年金保隙料を納めましょう

平と左，，-

F竺d 瀬棚町
パ [ ，i部今年伽まつりは80鵬ーからの程止とおいbい調理陪い酢1ft?

いよいよ『三本杉栴水出時」が市聞き (7
月20日)それを合図にi傾倒の宜は拍まります.
そして.8f12-3日には桶冊の一大イベント
「せたな撒火まつりJ!今年は30闘記念という
ことで、なんと、フェり を民間つてのクJレー
ンング(瀬棚の特産品を利則した料理もあり
ます)も企画しています.フエリーから比る柁
火は絡別ですよ-1そのほかにも躍しいイベ
ント盛りだくさん l詳しくはテランなどをご
監ください.
・せたな漁火まつり/8月2日-3日(欄棚港
挽火公団}
.問い合わせ先/観光協会 骨0[378-7-2888

北槍山町

狩場・援母多造立自然公園

狩場山闘を

道南最高輔のf.f均山.うっすらとf白残
る頂上付近や尾根樹林帯の眺めは見る人
の心をおおらかにしてくれる雄大な凪置で
す.2日時/叩 3日仰)
集合/午前4昨30什北楢山町股村環境
改桂センター
.事加対象/OO;'~以下(小学生以下は父兄
|百]('i')
・定員/100名(定員になり次第締め切りま
す)
.負担金/500円
.申込問い合わせ先/北拾山町観光協会
nOI378-4-5'100 

八雲町
~リフレッシュ 無限大~
や〈も勃E易~つり

八雲町市時る酪脱郷町象惜と宵える『八盤
町乳*育成牧場jで句Eの一日.の~んびり京
佐や主人と過ごして見ませんか?おいしい八
雲の味覚、車しいイベント盛りだくさんです.
ぜひ、ご来場ください.
・とき/8月3日(R)午前10時~午後3時
・ところ/八重町乳牛育成牧崎
※会同へは、JR八雲駅からのンヤトルパスが
あります.
.問い合わせ先/問実行量且会(1生時商工観
光労政限)71'0 1376-2-2111内輯342

過 コlJドー収j東ネットワーワ情報 No.63

¥ 

長万部町
~くコろぎのフィールド~
長万部公園キャンプ場

テニスコートや運動場カラー舗装の
遊歩道などが整備された広大な総合公園
です.
今まさにアヤメやスイレンの花が咲
き誇り、道内外から多くのキャンパーが
訪れています.
・キャンプ場料金(J泊分l/大人500円、
小人200円
.バンガロー料金(1泊分)/1棚5.日00円
.問い合わせ先/公閏管担割，
nOI377-2-5854 

熊石町
熊看町青少年続行持

32万ぱの広大な敷地は、ゆっく

りと時が流れるグリーンフィール

ド。キャビンやログハウスと充実

の施設を誇る道南屈指のキャンプ

場で、親子や仲間と夏休みのアウ

トドアを楽しみませんか。

.問い合わせ先/管理棟

'B'01398-2-3716 

大成町 '0--

が";)1まり罪事の§フzスタ
Inわっためがして大成

その名のとおりウニアワビなどの
地元の新鮮な海産物、恒例の超大物。
ヒラメのつかみどり、アワビもちまき、
久遠神楽・久遠太鼓の郷土芸能、よさこ
いソーランなどのイベントが盛り沢山
のフェスティパル.たくさんのご来喝
をお待ちしております.
elJHm:日/7月沼田ω
.場 所/iUの駅てつくいランド大成
・1M]い合わせ先/大成町観光協会事務
局(役均内)'5'01398+5511

cf0 

卜¥

レ
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函
館
公
共
職
業
安
定
所
職
員
の

派
遣
日
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り

ま
す
。な
お
、
北
槍
山
職
業
相
談
室
で

の
雇
用
保
険
受
給
手
続
き
に
つ
い

て
は
職
員
派
遣
日
に
峨
円
以
が
取
扱

を
し
ま
す
が
、
職
員
の
派
遣
日
以

外
は
八
雲
出
張
所
で
手
続
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

。
日
時
V
7
月
刊
ω
日
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午
後
l
時
1
午
後
5
時

V
7
月
以
日
附

午
前
9
時
1
正
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山
職
業
相
談
室
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開
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0
1
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7
8
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5
7
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に
つ
な
が
り
ま
す
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求
人
申
込
の
際
は
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年
齢
不
問

の
ご
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

『不
正
軽
油
』
を

知
っ
て
い
ま
す
か
?

不
正
軽
油
と
は
、
軽
油
引
取
税

の
脱
税
を
目
的
に
、
経
泊
に
灯
油

な
ど
を
混
ぜ
た
「
混
和
軽
油
」
や
騒

油
以
外
の
石
油
製
品
を
混
ぜ
合
わ

せ
て
造
る
「
製
造
軽
油
」
な
ど
を
い

い
ま
す
。
こ
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ら
の
師
粧
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は
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適
正
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の
流
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、
製
造
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程

で
生
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さ
れ
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硫
酸
ピ
ッ
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」
の

不
法
投
棄
に
よ
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環
度
汚
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問

題
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な
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て
い
ま
す
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7
月
は

「不
正
軽
油
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強
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間
」
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で
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担
当
者
/
函
館
地
方
、
家

庭
、
簡
易
裁
判
所
裁
判
所
書
記

官
口

登
記
相
談
所
の
開
設

登
記
相
談
所
を
次
の
と
お
り
開

設
し
ま
す
の
で
こ
利
用
く
だ
さ

い
。
相
談
さ
れ
た
内
容
は
、
決
し
て

ほ
か
に
も
れ
る
心
配
は
あ
り
ま
せ

ん
。
費
用
は
無
料
で
す
。

。
相
談
内
容

V
不
動
産
(
土
地
・
建
物
)
の
売

口
・贈
与
・相
続

V
低
当
権
の
設
定
・
抹
消

V
会
社
・法
人
の
登
記
な
ど
、
登

記
に
関
す
る
相
談

。
開
設
日
時
及
び
場
所

-
7
月
日
日
例
午
前
9
時
か
ら

正
午
ま
で

・
相
談
担
当
者
/

司
法
書
士
佐
々
木
長
芳

。
場
所
/
役
場
i
階
町
民
相
談
室

。
主
催
/
函
館
地
方
法
務
局

8
0
1
3
8
2
3
7
5
1
1
 

「ぐるり道南・食品衛生」みんなで守る食と健康

( 7 月 24日 ~25 日)

主催北海道食品衛生協会道南プロック(八雲、今金、

r工差、森、木古内、渡島、函館)
後援・道南ブロック道立保健所(波品、江差、八雲)、市

立函館保健所

《今金地方食品衛生協会・北海道八雲保fll!所》

れ

叫

ん

ち

ょ

う

つ

ま

つ

う

や

〈

U

出
陣
油
脂
の
久

に
す
え
ず
れ7
込
訳
す

，

，

あ

お

う

め

は

つ

わ

ゆ

か

ぞ

い

く

た

び

，

，
骨
格
の
・
初
安

う
数
」
行
え
も

よ

こ

み

か

た

か

げ

よ

あ

ゆ

一
子
後
の
身
へ
片
時
同H
え
れ7
7
歩
ん
け
れソ

，

，
そ
う
し
ゅ
ん

か

ぜ

て

か

〈
る
虫
い
す

，
手
春
の
風
の
手
も
ぽ
ハ
ソ
車
椅
子

r

か
ぜ

う

お

お

た

と
と
の
え

v

い
う
ま

l
風
受
け

T
脅
n
閣
の
批
正
へ
川
'

一

き

う

ま

の

う

ふ

と

い

き

ふ

た

み

，

，
多
品
待
た
る
浪
婦
の

d
ι
?
二J
3

4

一
司

子

，

v

U
つ

づ

宮

り

ん

み

ず

お

い

た

一
変
周

?
i
r林
の
が
に

ほ

か

え

っ

手

'

合俳
句
に
は
本
来
ふ
り
仮
名
は
不
要
で
す
が
"
惟
慨
も
が
よ
み
や
す
〈
岨
と
の
主
旨
に
よ
り
あ
え
て
付
配
し
て
い
ま
す
.

，

O
納
付
の
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
そ
の
期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
さ
れ
た
日
ま
で
の
日
数
に
応
じ
て
、
延
滞
税

圃

※
納
期
限
内
に
納
付
で
き
な
い
事
情
の
あ
る
場
合
は
‘
お

が
探
せ
ら
れ
ま
す
。

-

早
め
に
税
務
署
に
ご
相
桜
く
だ
さ
い
.

O
納
付
の
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な
い
た
め
に
、
税
務
署
か
ら
督
促
状
が
送
付
さ
れ
た
場
合
、
財
産
の
差

圃

八
雲
税
務
署
総
務
諜
管
理
徴
収
担
当

し
押
さ
え
等
の
滞
納
処
分
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
.

-

E
0
1
3
7
6
3
2
1
4
8

夏の食品衛生イベント開催!
命-4暑い季節がやってきました

~ ストップ・ザ・食中毒
今年も道南7

イベント

健W~

平成14年のj印刷

842人にのぼります。

っけない(=洗う)

(42ユニットの場合)

1等 ー........2憧円 ・42本
1等の前桂貰 ー 5， 000万円 84本
，"の組み追い貰 0・0・・'10万円 0・・ 0・4，158本
2等・ ........1憧円 168本
3等 100万円 e・420本
4等 ー 10万円札 200本
5等 ー 1万円 420，000本
6等・ ..・0・0・・3.000円 4， 200， 000本
7等・ 守 .. .. ....  ..300円・・42.000.000本
ラγキーレy ャー貰 日万円 420本

この宝くじは通器販売で買うこともできます.

11この宝くじの収益金は市町村の明るく住みよい街づくりに使われます11
6月は

属高聾醸酒E量11・
の納期とな っています。

役場税務謀では、納税相践に応じていまう.期
限までに納められないときなどは、お気軽にご
栂談ください。《役場税務課企 2-0111)) 

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か

「検
察
審
査
会
」

交
通
事
故
・
詐
欺
・お
ど
し
な
ど

の
犯
罪
の
被
害
に
あ
い
、
警
察
や

検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が

そ
の
事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い

(
不
起
訴
処
分
て
こ
の
よ
う
な
不

満
を
お
持
ち
の
方
の
た
め
に
検
祭

審
査
会
が
あ
り
ま
す
。

申
し
立
て
に
は
、

一
切
費
用
は

か
か
り
ま
せ
ん
し
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
将
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

-
相
談
先

函
館
市
上
新
川
町
1
1
8

函
館

地
方
裁
判
所
内

函
館
検
察
審
査
会

8
0
1
3
8

1
1
4
2
1
1
2
1
5
1
 

江
差
測
候
所
施
設

見
学
会
の
ご
案
内

江
差
測
候
所
で
は
、
恰
山
管
内

在
住
の
方
々
に
気
象
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

に
.
測
候
所
見
学
会
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

。
場
所
V
江
差
測
候
所

江
差
町
字
姥
神
町
1
6
7

地
方
合
同
庁
舎
3
階

江
差

(e) • 
E盟国昨年のサマージャンポ宝くじ(第444回全国自治宝くじ)町時効

(平成15年8月25日)が迫っておりますのでお忘れなく，

E 江商
O差，、
1 iH1J ~ 
3候旦
9所 :4
5気 1E
|象 22
2解
l説
l官。
0 
2 

@ 

。
日
時
V
7
月
別
日
同
V
午
前
川

か
ら
午
後
3
時

。
内
容
V
風
、
雨
、
雪
な
ど
を
観
測

す
る
気
象
測
結
の
展
示
、
地
震
、
津

波
、
火
山
、
大
雨
な
ど
の
気
象
災
害

ビ
デ
オ
上
映
、
誕
生
日
の
天
気
、
気

象
ク
イ
ズ
、
気
象
の
実
験

年
齢
に
か
か
わ
り
な
く

均
等
な
機
会
を

北
海
道
労
働
局
か
ら
の

お
知
ら
せ

平
成
同
年
同
月
の
雇
用
対
策
法

の
改
正
に
よ
り
、
「
募
集
・採
用
に

あ
た
っ
て
年
齢
制
限
を
し
な
い
よ

う
に
努
力
す
る
義
務
を
負
う
」
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

事
業
主
が
労
働
者
を
募
集
・採

用
す
る
場
合
は
年
齢
で
は
な
く
、

個
人
の
経
験
、
技
能
、
知
識
等
を
も

と
に
判
断
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

仕
事
を
求
め
て
い
る
中
高
年
齢

者
の
方
々
の
経
験
・
知
識
等
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
機
会
を
で
き
る
だ
け

多
く
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
事

業
所
に
と
っ
て
も
良
い
人
材
確
保

社会福祉協議会だより 1115・6・10
出光の虫学岡、盟主11朝、社会福祉協議会への多額のこ'寄付、ごJ弔意ありがとうござ
いました.(敬体略)

小文洋子
藤井弘子
中村直子
今金町社会福祉協議会
柏村幸太郎
山本ミヨ
佐藤君子
山形謙次

松本スミエ
佐磁モータ一向会

《北槍山町》
岩田裕
《今金町》
安藤義雄
陶 仁木農場
代表 仁木幹雄

事l'丘迎合自治会
フラワ一 光の箱
富凹 成
大倉啓太郎
中村恭子
小池 悦

~IJ 
《埼玉県》
光町村義雄宇佐世主自県宇世
《函館市》
竹次
佐藤
町村
高橋
市縞
《八雲町》
服部
《大成町))
小田桐

千恵子
勇治
世

彦
干

事

子

正
和

正

良

H' 

1事

J4-

-Ji; 

~t 

~ 

1， 

、、

A、
ヲ7

オオ

hw
井
手

..，. 
f 

1ぜ

め
さ
え

阪

# 

ん

え

4品

オサ

孟

辻
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wZ
じ
の
必
需

κ
第 15号

問
い
合
わ
せ

合

金

町

教

育

委

員

会

開

U
2
1
3
4
8
8

命
を
育
む
月
水
u

そ
の
大
切
さ
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

-
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
リ
バ
l
ヘ
ッ
ド
』

普
段
、
何
気
な
く
口
に
し
て
い

る
水
。
蛇
口
を
ひ
ね
る
と
際
限

な
く
い
つ
ま
で
も
流
れ
て
き
そ

う
な
水
。
全
て
の
生
命
の
源
1

水
は
、
多
く
の
人
々
の
努
力
や
智

恵
、
自
然
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に

よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

水
源
地
に
あ
る
豊
か
な
森
と

清
ら
か
な
川
の
流
れ
、
水
を
有
効

的
に
利
用
す
る
た
め
に
造
ら
れ

る
ダ
ム
と
移
転
な
ど
の
厳
し
い

現
実
に
向
き
合
い
、
命
の
水
を
見

高円宮賜杯第23国学童野球南北海道

マクドナルドトーナメント犬舎の開催!

今金町祉会体育施設

利用上のおねがい

守
り
な
が
ら
生
活
を
営
む
人
々

の
暮
ら
し

・
・
・
な
ど
、
全
て
が

調
和
し
て
生
み
出
さ
れ
た
水
は
、

下
流
に
住
む
た
く
さ
ん
の
人
々

の
生
活
と
産
業
を
支
え
て
い
る

の
で
す
。
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
リ
ハ

l
ヘ
ッ

ド
』
は
、
水
が
つ
な
ぎ
止
め
る
水

源
地
と
下
流
に
住
む
人
々
の
目

に
見
え
な
い
粋
を
ス
ケ
ー
ル
感

豊
か
に
上
演
し
ま
す
。

こ
こ
今
金
の
人
々
の
暮
ら
し

を
支
え
る
後
志
利
別
川
。
物
語

と
同
じ
よ
う
に
上
流
の
美
利
河

地
区
に
は
長
大
な
堤
体
を
も
っ

ピ
リ
カ
ダ
ム
が
あ
り
ま
す
。
流

域
の
豊
富
な
水
辺
に
は
生
命
の

躍
動
感
が
満
ち
あ
ふ
れ
、
今
も

人
々
の
暮
ら
し
ゃ
産
業
を
支
え

続
け
て
い
る
貴
重
な
存
在
で
す
。

「母
な
る
川
」
と
言
わ
れ
る
所
以

で
す
。し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
最
近

で
は
、
そ
う
し
た
川
の
思
恵
を
振

り
返
っ
て
考
え
て
み
る
機
会
が

少
な
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
氾
慌
が
少
な
く
な
り
快
適• • 

な
河
川
環
境
が
実
現
さ
れ
る
に

従
っ
て
、
少
し
ず
つ
川
の
存
在
感

が
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う

に
も
思
い
ま
す
。
ゴ
ミ
の
投
棄

な
ど
人
為
的
な
汚
染
行
為
も
み

ら
れ
る
よ
う
で
す
。

一
方
で
、
太
古
か
ら
受
け
継
が

れ
て
き
た
豊
か
な
自
然
環
境
を

守
ろ
う
と
す
る
活
動
も

「清
流
保

護
の
会
」
な
ど
を
中
心
に
定
着
し

て
き
ま
し
た
。
か
つ
て
日
本

一

に
輝
い
た
清
流
を
将
来
に
受
け

継
ぐ
た
め
に
は
、
町
民
一

人
ひ
と

り
の
川
へ
の
愛
情
が
必
要
で
す
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
公
演
が
、
母
な

る
川
後
志
利
別
川
の
環
境
を
振

り
返
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と

も
願
っ
て
お
り
ま
す
。

-
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

『
リ
バ

l
ヘ
ッ
ド
』

期

日

7

月
何
回

ω

開

場

午

後

6
時

開

演

午

後

6
時
初
分

会
場
今
金
町
総
合
体
育
館

-
観
劇
の
お
申
込
・
お
間
合
は
、

教
育
委
員
会
文
は
企
画
振
興

課
ま
で

{
8
2
0
1
1
1
)

本町でも屋内外で数多

くのスポーツが高齢者か

ら子供まで幅広く行われ

ております。 6月は各地
域で運動会が行われ、 7 

月・ 8月は、屋外スポー
ツが中心に様々な大会が

行われます。

その中でも、本町で開催

予定の全道規模の大会を

今回紹介いたします。

7 月 19 日 ( 日 ~2 1 日 (11)の
3日間にわたり河川敷地内健民グラウンドで行われ
る高円宮賜杯第23回学童野球南北海道マクドナルド

トーナメント大会が行われます。本町で開催するの

は、昨年とあわせ今回で2年目になり、南北海道各支

部代表の15チームによって、熱戦が繰り広げられる予

定です。
本大会の運営協力とし

て今金町野球連盟を中心

とした、たくさんのスタッ

フのご協力のもと大会が

行われる予定です。

また、昨年同様今金111]野

球少年団「今金イーグル

ス」も本大会に参加致しま
すので、たくさんのご声援

を宜しくお願い致します。

。-
本町の社会体育施設は日頃

多くの団体や子ども達を含め

た町民の皆さんに利用されて

いる開放的な施設です。

前号では、より気軽に施設を

利用していただくために、社会

体育施設の紹介をしましたが、

今回は利用上の注意をお願い

致します。

総合体育館の利用は必ず運動靴に履き替え.ス

リッパ等での運動は厳禁。
利用した用具は、必ず元の場所に返却ください。

総合体育館の使用後はモップをかけ、グラウンド

の使用後はトンボをかけて下さい。

貴重品は自己管理でお願いします。

2 

3 

4 

これらの施設を利用するにあたり決められたマナー

が最近守られていないのが目立ちます。もっとも、マ

ナーが守られていないのが、健民グラウンド付近での

ゴミの不法投棄です。野球大会やソフトポール大会等

でのコミは団体が持ち帰りをしていますが、一般での

利用者がゴミを不法に投げているのが目立ちます。

社会体育施設以外にも言えることですが、公共の施

設はl町民みんなの施設です。

皆さんの心掛けで、きれいな町を、きれいな環境で

スポーツを楽しくリフレッシュしてください。

cm 

2日間で約350人!
6月7日にオープンしましたピリカ旧石器文化館 ・
石認製作跡は、町内・町外からたくさんの方々に来

ていただき、無料開放とした2日間で約350人を数え
ました。スタッフ

一問、予想以上の

来館者数にうれし

く思う反面、 一度

だけでなく何度も

来ていただけるよ

うな施設にして

いかなければと
下石器ってよく切れるー IJ 

考えています。"

… E置・眠ÕII~酎刷出E語圏置創 . . 
「頁岩J
ピリ力遺跡から出土する石器は、ほとんどが頁岩とよ :
ばれる岩石で作られています。この岩石は、海底にた :
まった非常に細かい泥が、海水の強い圧力により押し:
つけられ、固まったものです。ピリ力遺跡の南東にあ:
る国縫I11に下りると、頁岩在拾うことができます。し:
かし、そのほとんどは遺跡から出土するものよりも軟:
:らかく、鋭い刃が必要とされる石器に使えるものでは:
:ありません。 ピり力の旧石器人は、国縫I11の上流域か:
:ら石器として利用できる良質な頁岩を見つけ出し、 遺:
:跡へと運び込んでいるのです。

雪辱ピ 1) カ!日石器対tÆìïiO•主
「ピリカ遺跡ボランティアの会」発足

遺跡の環境を守り、来場者に旧石器時代の理解を

深めてもらうガイド役として、教育委員会では遺跡

ボランティアを募集しておりました。現在までに20
名程の希望者が集まり、開館に先立つ 5月31目、会

の名称を 「ピリカ遺跡ボランティアの会」と決め、

会長は奥田八平さん(日進)、副会長は宗像久子さん

(美利河)、会計は丸山昇祐さん(美利河)が選任さ

れました。今後会員の方々には、石器づくりの練習

を重ねていた

だき、展示の

解説などもし

ていただける

よう、計画し

ています。興

味のある方は

旧石探文化館

('B' 3 -2'177) 
へご連絡くだ
さい。

ンティアによる施設前の花だん整備。ツ
ツジは鈴木雄七さん(美利河)より寄贈いた
だきました。ありがとうございました。

• • クライストチャーチから北へ2時

間あまり行くと、私の出生地である

カイコウラと言う海辺の小さい町が |が訪れるようになったからです。確

あります。そこはお気に入りの場所|かに巨大な尾びれが空中へ飛び出し、

であり、冬には白く輝く山脈とその |そして再び海へと潜る様子は自然界

向こうに広がる青い海が見えます。 |における最良の光景の一つです。カ

豊富な海洋生物が存在しており、カ |イコウラは鯨のおかげで賑わう町に

イコウラという地名はマオリ語で"Iなりました。
ロブスターの住居"という意味です。| 国際捕鯨委員会では意見が再び決

海の近くの公共広場には、鯨の骨 |裂しました。日本の代表はこれに腹

で創られた巨大なアーチや、鯨の脂 |を立てています。個人的に、私は保

肪を煮るのに使用した巨大な鉄の鍋 |護論者側にあります。しかし、日本

など一世紀以上前に使用されていた |やアイスランドで少量のクジラ肉を

ものが残っています。 I食べたことがあります。味も悪くは
現在のカイコウラに住む人々の生 |ありませんでした。

活は変化しました。カイコウラの非 | では、皆さんが今年の夏に海で楽.

常に近い海溝には、オオイカを食べ |しめるように願っています。

に現れる鯨を見に世界中から観光客 1 デビット:

|子育てホットラインは、官です。(不在の時や夜間は留守番電話になります11
@ 



健診を受けて明るい健康づくり
(保健協祉奴健康づく り係・国保係)んなの健康

浴
室
の
環
境
整
備
で

「
安
全
で
楽
し
い
入
浴
」
を

実
現
さ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
?

入
浴
は
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
大
き
な
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

体
を
清
潔
に
保
つ
だ
け
で
は
な
く
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
、
疲
れ

を
と
る
、
血
行
を
よ
く
す
る
な
ど
、
心
に
と
っ
て
も
体
に
と
っ
て

も
大
切
な
時
間
で
す
。
で
も
浴
室
は
段
差
が
あ
っ
た
り
滑
り
や
す

か
っ
た
り
、
体
力
の
消
耗
が
大
き
い
な
ど
、
事
故
の
発
生
も
心
配

さ
れ
る
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
で
は
、
安
全
で
快
適
な
入
浴
を
し

て
い
た
だ
く
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
?

安
全
で
快
適
な
入
浴
を
し
て
い
た

だ
く
に
は
、
住
宅
改
修
や
福
祉
用
具

(
入
浴
関
連
用
具
)
に
て
、
入
浴
さ
れ

る
方
の
身
体
状
況
に
あ

っ
た
浴
室
の

環
境
整
備
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

。
住
宅
改
修

浴
室
用
手
す
り
の
設
置
や
床
段
差

の
解
消
、
扉
取
り
替
え
、
浴
槽
取
り
替

え
等
に
よ
り
、入
浴
さ
れ
る
方
の
身

体
の
状
況
に
あ

っ
た
環
境
整
備
を
行

い
ま
す
。

。
福
祉
用
具

具
)

①
浴
槽
用
手
す
り

浴
槽
用
手
す
り
は
、
浴
槽
の
縁
を

挟
む
方
法
で
簡
単
に
付
け
外
し
で

(
入
浴
関
連
用

平刷4年度乱幼児歯科検診受診状況と
楽しく役立つ掲械Fのひろ聞について
保醐健康川 島

平
成
凶
年
度
は
乳
幼
児
歯

科
検
診
を

3
回
実
施
し
ま
し

た
の
で
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

受
診
者
数
は
延
べ

4
4
9
人

(同
年
度
4
1
8
人
)
、
受
診
率

は
的
・

9
%
で
し
た
(
同
年
度

総・

2
%
)
の
で
今
金
町
の
乳

幼
児
の

2
人
に

1
人
が
受
け

た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

虫
歯
予
防
や
歯
質
強
化
に
は

「
飲
み
物
や
お
菓
子
の
与
え
方

に
気
を
つ
け
る
」
、
「
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
」
、
「歯

磨
き
の
習
慣
」
、
「家
庭
用
低

き
、
工
事
が
不
要
で
す
。
浴
槽
の
出
入

り
の
ま
た
ぎ
や
立
ち
し
ゃ
が
み
動
作

の
安
全
の
た
め
や
、
使

っ
て
い
る
時

の
姿
勢
安
定
の
た
め
に
使
用
さ
れ
ま

す
。

②
滑
り
止
め
用
品

滑
り
や
す
い
浴
室
の
洗
い
場
や
浴

槽
の
底
に
敷
い
た
り
貼
り
付
け
る
こ

と
に
よ
り
転
倒
事
故
を
防
ぎ
ま
す
。

③
入
浴
用
い
す

浴
室
に
お
い
て
シ
ャ
ワ
ー
浴
や
身

体
を
洗
う
時
に
使
用
し
ま
す
。
入
浴

用
い
す
は

一
般
の
も
の
に
比
べ
座
面

も
高
く
、
家
具
の
い
す
程
度
の
大
き

さ
が
あ
る
た
め
安
定
し
て
い
ま
す
。

濃
度
フ
ッ
素
の
利
用
」
等
が
効

果
的
で
す
が
、
こ
の
歯
科
検
診

で
は
歯
質
強
化
の
た
め
の

『高

濃
度
フ
ッ
素

(
※
年
3
回
程
度

の
塗
布
で
は
人
体
に
害
は
あ

り
ま
せ
ん
)
』
や
虫
歯
の
進
行

を
止
め
る
た
め
の

『サ
ホ
ラ
イ

ド
』
を
塗
る
こ
と
で
さ
ら
に
お

子
さ
ん
の
歯
を
守
る
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。
ま
た
、

M
年
度

よ
り
[声
の
ひ
ろ
ば
]
と
称
し

た
掲
示
板
式
の
ミ
ニ
ア
ン

ケ
ー
ト
を
始
め
ま
し
た
。
乳
幼

兎
の
保
護
者
の
方
に
毎
回
決

ま
っ
た
テ

l
マ
に
関
し
て
不

安
や
悩
み
、

工
夫
や
ア
イ
デ
ィ

ア
を

[声
の
ひ
ろ
ば
]
用
紙
に

書
き
込
ん
で
検
診
当
日
に

持
っ
て
き
て
も
ら
い
、
集
ま

っ

た
声
を
l
枚
の
紙
に
ま
と
め

て
次
回
の
検
診
時
に
配
布
す

る
形
で
実
施
し
て
お
り
、
毎
回

様
々
な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
紙
面
に
て
自
分
の
悩
み

や
不
安
を
打
ち
明
け
た
り
、他

〆(、

史Zタ
• • 

④
踏
み
台

浴
槽
の
縁
が
高
す
ぎ
て
越
え
に
く

い
場
合
に
使
用
し
ま
す
。
台
の
面
が

狭
い
た
め
、
介
助
者
が
必
要
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

⑤
浴
槽
内
い
す
(
浴
槽
台
)

浴
槽
の
中
で
し
ゃ
が
み
込
み
や
立

ち
上
が
り
を
容
易
に
し
、
深
す
ぎ
る

浴
糟
で
の
姿
勢
を
保
つ
た
め
に
使
う

腰
掛
で
す
。

⑥
入
浴
台

ム
口
)
浴
槽
に
接
し
て
腰
掛
け
る
ス
ペ
ー

ス
を
つ
く
る
た
め
の
渡
し
板
で
す
。

立
位
か
ら
浴
槽
の
縁
を
ま
た
ぐ
動
作

が
し
に
く
い
時
に
、
入
浴
台
に

一
旦

腰
掛
け
て
か
ら
出
入
り
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
住
宅
改
修
や
福
祉
用

具
に
よ
り
浴
槽
の
環
境
整
備
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
利
用
さ
れ
る
方
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
介
護
さ
れ
る
方
の

負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

作
業
療
法
士
等
の
訪
問
に
よ
り
、
そ

の
方
の
身
体
状
況
や
ご
希
望
に
合
わ

せ
た
環
境
整
備
の
お
手
伝
い
い
た
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ

し

(
パ
ス
ボ
l
ド
・
移
乗

総
合
福
祉
施
設
と
し
べ
つ
内

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

8
2
2
7
8
0
 

の
保
護
者
の
声
を
読
む
こ
と

で
不
安
を
軽
減
し
た
り
悩
み

を
解
決
し
た
り
普
段
の
生
活

に
役
立
つ
情
報
を
得
た
り
と

保
護
者
間
の
交
流
の
手
段
と

し
て
活
用
し
て
も
ら
え
た
ら

と
思
い
ま
す
(
不
安
や
悩
み
に

対
し
て
は
他
の
保
護
者
の
工

夫
や
ア
イ
デ
ィ
ア
、
歯
科
衛
生

士
・栄
養
士
等
か
ら
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
記
載
し
て
い
ま
す
)
。

前
固
ま
で
の
テ

l
マ
は

「お

し
ゃ
ぶ
り
・指
し

ゃ
ぶ
り
」
、

「お
や
つ
」
で
し
た
。
同
年
度
も

引
き
続
き

〔声
の
ひ
ろ
ば
]
を

実
施
し
ま
す
の
で
、よ
り
多
く

の
方
の
書
き
込
み
に
よ
り
楽

し
く
役
立
つ

[声
の
ひ
ろ
ば
]

に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
次
回

の
歯
科
検
診
は
9
月
初
日
開
・

初
日
同
で
す
。
詳
細
は
近
く
な

り
ま
し
た
ら
広
報
や
チ
ラ
シ

等
で
周
知
し
ま
す
。

一|阪礎蔵相談

タ
査

。

ン
検

回

比

尿

4

M
定

月

刊

測

J
1
m
釦
旺

計り

e
Lm川
口
J
U
A

U
l
自

・

日
イ
祉
談

民
7
L
V
福
相

住
月
3
合
康

全
7
9
総
健

b
b
b
K
M
K
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象
日
間
所
容

対
月
時
場
内

••••• 
昭如54年4目2日~昭阻62年10日1日生まれの方へ
~風腕予防接種のお知らせ 〆
厚生労働省の調査により昭和54年4月 2日~昭和62年10月三一

1日生まれの方の風疹予防接種率が低いことがわかりました。 。

風疹は、妊婦が妊娠初期にかかった場合、生まれてくる赤ちゃんへ障害

が起きる可能性があるため、お父さんやお母さんになるまえに、風疹の免

疫をつけておくことが大切です。

対象となる方は、是非この機会に風疹予防接種を受けることをお勧め

します。

す之す之E子芳ヲ平ヲヲJ
.対象1>妊婦さん・乳幼児を

もつ親御さん
.内容仁>出産・育兎に関する

ビデオの無料貸出
.受付仁>随時(貸出期間2週間)
@場所仁>としベつ保険センター

• • 
す0
.月日1>7月28日(J!)・30日附・B月4日(11)
.時間じ> 1 '1: 30~ 1 5 : 00
@場所じ>国保病院

.持ち物仁〉母子健康手帳・予診票。予診票は病院に備え付
けてあります。
[お問い合わせ・お申し込みは]
健康づくり係 'B' 2 -2780 

を操体チツレ
t
卜ス

昆宮市体

例

阿

旧
ど
ン

q.a

ん
ズ

附
ら
で

汀

日
か
ま

。

lu
民
8
た
特
す

ν住
月

つ
4
ま

一、
全
7
あ
ベ
い

ゴ
hvhvhv
か
て

対
象
時
所
3
っ

し仁
対
日
場
M
行

u

・・・*

革国語躍

1 3 : 30~ 1 5 : 00 

記

今金町民で昭和54年4月2日~昭和62年10月 1日生まれの男

女。ただい以下の方は対象となりません。①妊娠している女

性②以前lこ風疹予防媛種を受け芝ことがある方③以前!こ風疹
|こかかつだことがある方

平成15年 8 月 4 日 (月)~8 日働
受付時間 14:30~15:00

3場所国保病院

4料金無料

*事前予約が必要です。あ申込・あ問合せは健康づくり係(雪2-2780) 

@ 

象

時

1対

2日

7月16日(ホ)
.時間じ>(受付)13: 1 5~ 13: 30 

臨-固霊ヨ
@対象1> 1114年 5~6月生まれの子
.月日1>7月16日(水)
.時閉じ>(受付)1 4 :00~ 1 4 : 15 

E翠盛宣言2
.対象1>1112年6~7月生まれの子
.月日1>8月6日(村
.時閉じ>(受付)14:00-14: 15 

【各相談・健診共通】
・場所じ>総合福祉施設内保健センター
圃持ち物仁〉母子手帳・タオルなど

【美利河地区健康相談】
.対象じ>美利河地区住民
.日時じ>8月5日(刈 14:00~ 1 5 : 00 
.場所じ>美利河生活館

【種川地区健康相談1
.対象1>全住民
.日時仁>7月15日(刈
.場所1>種川温泉
* '4:30~'4:45までズンドコ体操・ストレッチ体操を
行っています。

・内容(各地区共通)1>健康相談・血圧測定・尿検査

13: 30~ 1 5 :0 0 

【リウマチ科1
.対象仁〉八雲総合病院リウマチ科に通院されている方
.日11寺仁>7月14日(11) 10: 00~ 
【眼科1
.対象仁〉全住民
.月日1>7月9日同
.時間仁〉午前受付9:30-11 :00 ・ 午後受付 1 3 : 0 0~ 1 4 : 0 0
・定員じ>午前45名 午後定員制限なし
。注意! 眼科で午後に予約された方は.13時より受付
開始になります。それより早くに来て頂いても.受付は
致しかねますのでご了承下さい.
【耳鼻科1
.対象じ〉全住民
.日時じ>8月12刈

【各診療科共通】
.場所1>総合福祉施設内保健センター
.内容仁〉八雲総合病院医師診察(有料)

1診察を受けるにはつ|

。予約申込が必要となります。
。治療費等は病院と同様となりますので健康保険証等が
必要となります。
。70歳以上の方は老人医療受給者証も必要となりますの
でお忘れなく。'B'2 -2780 

蕪医官区巡面該原

1'1:00-15:00 
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7月6日楢崎医院(瀬棚)官

13日道南ロイヤル病院(北倫111)'!'r4-5011 
20日 岩 間医院(今金)'!'r2 -0057 
21日 Jt槍山町国保病院(北倫111)'!'r4 -5321 
27日今金 国 保病院(今金)'!'r 2 -0221 
(8月分については予定です)

8月3日道南ロイヤル病院(北櫓山)'!'r4 -5011 
10日楢崎医院(瀬棚)'!'r7 -3021 
17日北柏山町田保病院(北十世山)'!'r4 -5321 

※当番医が君、きょ変更となる場合がありますので、

ご了承ください。 日面司
軍事司午前10時から正午まで A::::::::卦"'"
定措置午後1時から3時まで T\.'..'土E監~

運転免許証

更新時講習のご案内

主二〉の

-優良講習(30分講習)
今金町民センタ

7月17日(午後 1時)

-北檎山町農村環境改善センタ-

8月7日(午後 1時)

・一般講習(1時間講習)

-北槍山町農村環境改善センタ-

8月7日(午後2時)

・違反・初回講習(2時間講習)

-北槍山町農村環境改善センター

7月10日、 8月14日(午後 1時)
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勤l民く二三盈

前月対比

(14) 
(4 ) 
(10) 
( 2 ) 

豆E左盟主

今金町の交通事故発生状況
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5月末計

4件-
O名~í'1宅当
日名 ー ' 

5月発生
発生件数 1件
死者数 O名
傷者数 1名

麻子さん(美!良市)

陽子さん(南壁受)
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82歳(緑町)
76歳(八鈴)

81歳(日の出町)

71歳(種川宮前)

90歳(旭 町)

56歳(種川宮前)

6月20日受付分まで

響ぉ4やみ宅 5しあげます
高橋ウタ子さん

安藤政美さん

波法利次さん

田 中 富子さん

内藤千代さん

平尾勝子さん

5月23日

5月27日

5月27日

6月1日

6月4日

6月16日

※ss運動(スピ ドダウン・シートベルト着用)
で交通事故を未然に防ごう l

交通事故死ゼ口日数
L一ー一一一ー一一一一一一一

307日
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@ ⑧直EE環境に優しい再生紙と大豆
インクを使用しています匂

ホームベージアドレス http://www.hakodale.or.jp/imakanel 

Eメールアドレス imakane@hakodale.or.jp


